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本多久夫~(鐘紡ガ ン研究所 )
細胞が敷詰 まってで きた多角形パタンがある. こ卿 多く良化
させ たVl･__旦亜 した細胞鞄_±単 車擾=に鱗合 う_こと堤を_り__という規制やき遷_をと一旦
どんなパタンができるだろうか?
生物の組織形成は,同 じ種類の細胞同士が寄 り集 まってそれぞれの組織を形
成すると一般には考 えられている. しか し,詳 しく見てみると一つの組織に二
種類の細胞がいりまじって奇妙 なモザイク模様を呈するものがある. ここでは
脊椎動物 (鳥妹と両生類 )および無脊椎動物 (昆虫)のシー ト状組織からの苛
つの例を述べ, これらに共通す る点について考える.
トリ輸卵管上皮組織では山中八郎氏 (鐘紡ガ ン研 )によると, はじめ均一で
あった細胞に繊毛の生えた細胞 (分化細胞とよぷことにする.図 1の点々で示
図1
した細胞 )がみられるようにな る.分化 した細胞が直接隣合 うことはほとんど
ない.分化細胞を未分化細胞が取 り囲んだパターンになっている. (このあと,


























廼上皮組織の列形成過程で も,輸卵管と同 じように, 分化 した細胞同士が直
接隣合うことはな く, いつも分化細胞は他の紳胞に取 りー囲 まれている. この列
形成の機構はいまの ところまったくわからない. しか し分化細胞が直接に隣合
うことなく他の細胞に取 り囲 まれるとすると細胞数比はどの くらいになるはず
であるかは算出できる:1次元の細胞列があってこの細胞が分化する.分化細
胞が互いに直接には接 しない条件で, ランダムにひとつづつ分化させると細胞
数比は 1:1.3になる. (これは電算機シミュ レーシ ョンにより求めたが,吹
の種村氏の発表のようにすでに計算解があった. )つぎに列を隣合わせに並べ
るのであるが, この ときに分化細胞が隣合わないために仕切 りとなる細胞が必
要セある. この紳胞数は図3のような細胞の大きさを仮定すると分化細胞 1に
■一重生白五一 A._.』 ..ふf
T-l某.Yi■こlI群等蛋 読･~繋L;#'.一二ユ裏r/盟 一●.｣.lL'.i:-封`:=与やキ_'jA I-､L.1.'●>:A 野i.til:.ミ_',(-I.._撞 .占､｣, 'p --?IAjZ:vTi二･一1.-:ち.Lユi_i.Fa&tl
I浮び㌫ ､●一一
肘1 ･=i.I
I l I l
対 して3.3(=lX2日.3)となる.すなわち,分化紳胞 と列内の仕切 り細胞,刺
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討論 (DISCUSSION)



































(小川先生のおっしゃる r膜｣は､ ｢シー ト状範織｣と解釈しました｡ r膜｣
といいますとつい細胞膜を考えてしまいます｡)
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